



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































である『カトリック教会と社会科学 1945-75』（Benjamin Ziemann, Katholische 
143抗議、計画、参加
Kirche und Sozialwissenschaften 1945-1975, Göttingen 2007）でもとりあげられ
ている。ツィーマン氏の宗教史研究としては、同書のほか、宗教社会史の入
門書である『宗教の社会史』（Sozialgeschichte der Religion, Frankfurt a.M./N/
Y. 2009）、さらに近刊では、告白教会の中心人物としてナチ支配に対する抵
抗運動や戦後の平和運動に関わったマルティン・ニーメラーに関する批判的
伝記『マルティン・ニーメラー――反対派の生涯』（Benjamin Ziemann, Martin 
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